
○

〇

　中間考査

〇

　期末考査

〇

〇

〇

〇

　中間考査

〇

〇

〇 　期末考査

〇

　学年末考査

　　 未来の地図帳

　　 エネルギー耕作型文明への転換

日本社会や世界が抱える課題に関心をも
ち、考えを広げたり深めたりします。

対比の役割に注意して筆者の主張を的
確につかみ、自分の考えをもちます。

７　未来に目を向けて

　常用漢字クリア（尚文出版）

　 　政治の本質

　　「である」ことと「する」こと

　　 人口減少社会の到来

２　思考を深める

読み取ったことをふまえて、自分の将
来について考えを深めます。

筆者の主張と、それを支える根拠の関
係を吟味します。

３　社会に向かって 必要な情報を集め、それらを適切に結びつ
けて、相手の印象に残る志望理由書を書き
ます。

４　視点を変えて 複数の文章を比較・分析しながら読
み、考えを深めます。

具体例と主張の関係をとらえ、自分の
意見をもち、独特の概念や筆者の主張
を的確にとらえます。

６　現代を考える 筆者の主張をふまえて、現代社会につ
いての考えを深めます。

対比の役割を意識して本文を読み、筆者
の主張を的確につかみます。

自分を客観的に見つめ、材料を膨らませ
て、説得力のある自己推薦書を書きます。
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教科書

副教材

国語 論理国語 学年

出版社名

３年（普通科、園芸クリエイト科）

大修館書店　新編　論理国語

単位数科目

教材

教科

１　自己を見つめて

７月

４月

５月

６月

　　 探求する力

　　 和の思想、間の文化

　 　ミロのヴィーナス

　 　志望先への提出書類

　　 志望理由書を書こう

　　 自己推薦書を書こう

８月

２
学
期

１　実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けます。

２　論理的、批判的に考える力を伸ばし、創造的に考える力を養い、自分の思いや考えを深めます。

学習計画・内容

12月

学習
の

目標

９月

教材内容(単元)

第Ⅱ部：論理を活用する

１
学
期

考査計画

10月

11月

３　言葉を通して積極的に他者や社会に関わろうとする態度を養います。

　 　  　人類の進化から考える「心」の誕生

　　 ロボットに心はあるか

　　 クオリアと心

学習への
アドバイス

１　予習をしっかりとしましょう。配布されたプリントは、家庭で自分の力で解きましょう。

２　忘れ物をせず、授業に集中しましょう。忘れ物をすると意欲と理解力が低下します。

３　考査前には、配布されたプリントを見直すなどして必ず復習をしましょう。

３
学
期

３月

１月

２月

評価の方法

　生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付けるととも
に、我が国の言語文化に対する理解
を深めることができている。

　定期考査の得点と授業時の活動や発言、提出課題、小テスト等を資料として観点ごとに評価
し、学年末の成績は、各学期の成績を基に算出します。

　論理的、批判的に考える力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養
い、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができてい
る。

　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度が身に付いている。

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能

　　豊かさとつながり 論理の展開に注意して筆者の主張を的確
につかみ、自分の考えをもちます。

思考・判断・表現



○

○

○ 　中間考査

○

　期末考査

○

○

○

○

○ 　中間考査

○

○

　期末考査

○

○

　学年末考査

考査計画

10月

11月

学習への
アドバイス

３
学
期

３月

１月

２月

評価の方法

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

８月

２
学
期

学習計画・内容

12月

９月

教材内容(単元)

第Ⅱ部

１
学
期

物語の展開や表現の特色を的確に捉
え、読解力を養います。

作品に表れているものの見方を読み取
り、自分のものの見方を深めます。

近代の小説（二） 物語の内容や描写を踏まえ、解釈の多
様性について考察します。

作品に関連のある事項について調べ、
その成果を文章にまとめたり発表した
りする方法を学びます。

科目

教材

教科

現代の小説（三）

７月

４月

５月

６月

学習
の

目標

１　社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、我が国の言語文化に対する理解を深めます。

２　深く共感したり豊かに想像したりする力を身に付け、他者との関わりの中で自分の考えを広げます。

３　言葉がもつ価値への認識を深め、読書に親しむことで自己を向上させます。
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教科書

副教材

国語 文学国語

　特になし

学年

出版社名

３年（普通科　探究類型　文系、教養類型、情報・ビジネス類型）

第一学習社　高等学校　標準文学国語

単位数

戦争と文学（二） 出来事の経緯や人物の発言をもとに登
場人物の心情を読み取ります。

文学作品の主題を的確に読み取り、戦
争や平和について自分の考えを深めま
す。

　定期考査の得点と授業時の活動や発言、提出課題、小テスト等を資料として観点ごとに評価
し、学年末の成績は、各学期の成績を基に算出します。

テーマを決めて短歌・俳句を作る 同じ題材で短歌、俳句を創作し、批評し合
う方法について学びます。

文体の表現や技法に注意して、人物の
心情や情景を描写します。

読み手の関心が得られるよう、構成や
展開を工夫して文章を書きます。

登場人物の行動や情景描写の仕方に着
目し、登場人物の心情の変化を読み取
ります。

現代の小説（四）

読書の意義と効用について理解し、進
んで読書をする態度を養います。

詩に描かれている心情や考え方を読み
取り、豊かな感性を養います。

近代の詩 表現上の特徴に着目して文語詩や口語
詩を読み味わいます。

〈物語を発言する力〉

物語を創造する

１　予習をしっかりとしましょう。配布されたプリントは、家庭で自分の力で解きましょう。

２　忘れ物をせず、授業に集中しましょう。忘れ物をすると意欲と理解力が低下します。

３　考査前には、配布されたプリントを見直すなどして必ず復習をしましょう。

　生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付けていると
ともに、我が国の言語文化に対する
理解を深めている。

　「書くこと」、「読むこと」の各
領域において、深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばし、創造
的に考える力を養い、他者との関わ
りの中で伝え合う力を高め、自分の
思いや考えを広げたり深めたりして
いる。

　言葉を通して積極的に他者や社会
に関わったり、ものの見方、感じ
方、考え方を深めたりしながら、言
葉がもつ価値への認識を深めようと
しているとともに、読書に親しむこ
とで自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもとう
としている。



○

〇

　中間考査

〇

　期末考査

〇

〇

〇

　中間考査

〇

　期末考査

〇

４　儒家と道家

古文編　Ⅱ部 〇

　学年末考査

漢文編　Ⅱ部 古代中国の様々な思想を比較し、人間
の在り方について考えを深めます。

４　歌話・歌論を読む
構成を考えながら歌論を読み、内容の
解釈を深めます。

漢文編　Ⅱ部

３　史記を味わう

古文編　Ⅱ部

５　作り物語を味わう

他の作品や絵画との関係も踏まえながら、
作り物語の内容を的確に読み取ります。

漢文特有の語や句法に注意して、登場
人物の言動や人物像を的確に読み取り
ます。

２　古詩を味わう

内容や表現の豊かさを理解し、詩に詠まれ
た情景や心情を読み味わいます。

古文編　Ⅱ部

３　大鏡

作品の特色に注意して、歴史物語を的
確に読み取ります。

学習への
アドバイス

１　予習をしっかりとしましょう。配布されたプリントは、家庭で自分の力で解きましょう。

２　忘れ物をせず、授業に集中しましょう。忘れ物をすると意欲と理解力が低下します。

３　考査前には、配布されたプリントを見直すなどして必ず復習をしましょう。

３
学
期

３月

１月

２月

評価の方法

　生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付けていると
ともに、我が国の伝統的な言語文化
に対する理解を深めている。

　定期考査の得点と授業時の活動や発言、提出課題、小テスト等を資料として観点ごとに評価
し、学年末の成績は、各学期の成績を基に算出します。

　論理的に考える力や深く共感した
り、豊かに想像したりする力を伸ば
し、古典などを通した先人のものの
見方、感じ方、考え方との関わりの
中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりしてい
る。

　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって古典に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養おうとしている。

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

８月

２
学
期

１　社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、伝統的な言語文化に対する理解を深めます。

２　論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばします。

学習計画・内容

12月

学習
の

目標

９月

教材内容(単元)

古文編　Ⅱ部

１
学
期

考査計画

10月

11月

３　言葉がもつ価値への認識を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養います。

１　随筆を味わう

７月

４月

５月

６月

作者のものの見方、感じ方、考え方を
自分と関係づけながら読み取ります。

漢文編　Ⅱ部

１　小話を読む

古文編　Ⅱ部

２　歌物語を楽しむ

平易な文章の内容を漢文特有の語や句
法に注意して、的確に読み取ります。

漢文編　Ⅱ部

歌物語の特色に注意して、作品に表れたも
のの見方、感じ方、考え方を読み取りま
す。
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教科書

副教材

国語 古典探究

　ダブルマスター古典文法＋漢文句形

学年

出版社名

３年（普通科　探究類型 文系、教養類型）

東京書籍　新編古典探究

単位数科目

教材

教科



第３部　近世

第８章　近世の幕開け

  １　織豊政権

  ２　桃山文化

第９章　幕藩体制の成立と展開 　中間考査

  １　幕藩体制の成立

  ２　幕藩社会の構造

　３　幕政の安定

　４　経済の発展 　期末考査

　５　元禄文化

第10章　幕藩体制の動揺

  １　幕政の改革

  ２　宝暦・天明期の文化

  ３　幕府の衰退と近代への道

第４部　近代・現代

第11章　近世から近代へ

  １　開国と幕末の動乱

  ２　幕府の滅亡と新政府の発足

第12章　近代国家の成立

  １　明治維新と富国強兵 　中間考査

  ２　立憲国家の成立

第13章　近代国家の展開

  １　日清・日露戦争と国際関係

  ２　第一次世界大戦と日本

第15章　恐慌と第二次世界大戦 　期末考査

  １　恐慌の時代

  ２　第二次世界大戦

第16章　占領下の日本

  １　占領と改革

  ２　冷戦の開始と講和 　学年末考査

第17章　高度成長の時代

  １　55年体制

  ２　経済復興から高度経済成長へ

評価の方法
定期考査の得点と授業時の活動や発言、課題レポート、授業ノート、単元ごとのまとめなどの提出
物を資料として観点ごとに評価し、学年末の成績は、各学期の成績を基に算出します。

学習への
アドバイス

1　授業の前に教科書の予習（通読）をしましょう。

2　授業ノート作りを丁寧にしましょう。丁寧なノートは見やすく、頭に入りやすいです。

3　各単元ごとの確認テストで、日本史における基礎的・基本的語句を確認しましょう。

２月

１月

８月

２
学
期

１
学
期

３
学
期

12月

10月

７月

４月

５月

６月

３月

　最新日本史図説（第一学習社）

１　日本の歴史を様々な観点の背景から考察することによって、問題点を多角的に捉える力を養います。

２　過去の日本の歩みを反省することによって、これからの日本人としての在り方を考えます。

学習計画・内容教材内容(単元)

　着目して、多角的に学びます。

○社会・経済の仕組みの変化、幕府や藩の

　政策の変化、国際情勢の変化と影響、政

　治・経済と文化の関係などに着目して、

　近世の国家・社会の変容について、多面

　法の制定などを基に、立憲制への移行、

　国民国家の形成について学びます。

○日清・日露戦争、第一次世界大戦、政党

　政治を基に、アジアや欧米諸国との関係

　の変容について学びます。

学年

出版社名

　３年(普通科  探究類型　文系)

山川出版社　詳説日本史

評
価
の
観
点

11月

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス
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教科書

副教材

地理歴史 日本史探究

３　政治、経済、文化、国際環境など歴史を構成する要素を総合した幅広い見方で大きく把握します。

学習
の

目標

教材

教科

９月

考査計画

単位数科目

○恐慌と国際関係、軍部の台頭と対外政策、

　戦時体制と第二次世界大戦の展開などを

　基に、世界大戦に至る過程を学びます。

○第二次世界大戦後の日本について、冷戦

　の影響、アジアや欧米諸国との関係、高

　度経済成長、グローバル化の進展などに

  多角的に学びます。

○対外政策の変容と開国、幕藩体制の崩壊

　と新政権の成立を基に、近世から近代へ

　の時代の転換を学びます。

○明治維新、自由民権運動、大日本帝国憲

  対外関係、学問・文化の発展を基に、幕

  藩体制の確立、近世の社会と文化の特色

　を学びます。

○織豊政権の政治・社会政策などを基に、

  中世から近世への転換の過程を学びます。

○支配秩序の形成と身分制、貿易の統制と

　我が国の歴史の展開に関わる
諸事象について、地理的条件や
世界の歴史と関連付けながら総
合的に捉えて理解するととも
に、我が国の歴史に関する様々
な情報を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身に付けてい
る。

　我が国の歴史の展開に関わる
事象の意味や意義、伝統と文化
の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在と
のつながりなどの着目して、概
念などを多面的に考察したり、
考察、構想したことを説明した
り、それらを基に議論したりす
る力を身に付けている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　我が国の歴史の展開に関わる諸事象につ
いて、よりよい社会の実現を視野に課題を
主体的に探究しようとする態度を養うとと
もに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚、
我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の
文化を尊重することの大切さについての自
覚などを深めている。



○

○ 　中間考査

○

　期末考査

○

○

○

○

　中間考査

○

○

　期末考査

○

○

○ 　学年末考査多文化共生をめぐる現状や貧困と開発
援助の現状について理解します。

第３章　現代日本の諸課題

第２章　現代の国際経済

３月

日本経済の変遷と産業構造の変化につ
いて理解します。

労働問題が発生する理由や、社会保障制
度の発展と変化について理解します。

日本の子育て支援の現状や、地域社会の
現状について理解します。

国際社会の秩序維持の要因や国際法の
特徴について理解します。

貿易の意義や現代の国際通貨体制の変
遷、経済のグローバル化の進展や近年の
国際金融の変化について理解します。

12月

10月

11月

政治の役割や、社会契約説における政
府と国民との関係性について理解しま
す。

大日本帝国憲法および日本国憲法の特
徴について理解します。

国会、内閣、裁判所の権限や組織のしくみ
について理解します。

議会制民主主義において政党が必要な理
由や、日本の選挙制度の特徴について理
解します。

経済体制にはどのようなものがあるか
考察します。

学習への
アドバイス

１　授業の前に、教科書の予習（通読）をしましょう。

２　授業ノート作りを丁寧にしましょう。分からないこと、疑問点は質問しましょう。

３　新聞やニュースなどで、時事問題に興味・関心を持ちましょう。

３
学
期

２月

１月

評価の方法

　社会の在り方に関わる現実社会の
諸課題の解決に向けて探究するため
の手掛かりとなる概念や理論などに
ついて理解しているとともに、諸資
料から、社会の在り方に関わる情報
を適切かつ効果的に調べまとめてい
る。

　定期考査の得点と授業時の活動、課題レポート、授業ノート、単元ごとのまとめなどの提出物
を資料として観点ごとに評価し、学年末の成績は、各学期の成績を基に算出します。

　国家及び社会の形成者として必要
な選択・判断の基準となる考え方や
政治・経済に関する概念や理論など
を活用して、現実社会に見られる複
雑な課題を把握し、説明するととも
に、身に付けた判断基準を根拠に議
論し、公正に判断して、合意形成や
社会参画に向かおうとしている。

　国家及び社会の形成者として、よ
りよい社会の実現のために現実社会
の諸課題を主体的に解決しようとし
ている。

評
価
の
観
点

１節　国民経済と国際経済

２節　複雑化する国際政治と日本

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

８月

２
学
期

第２章　現代日本の経済

１節　現代の資本主義経済

２節　現代経済のしくみ

３節　日本経済の発展と現状

４節　福祉社会と日本経済の課題

第２編　グローバル化する国際社会

第１章　現代の国際政治

１節　国際政治のしくみ

２節　世界経済の現状と課題

第３章　国際社会の諸課題

家計および企業の経済活動や、各経済主
体の相互関係について理解します。

学習
の

目標

９月

教材内容(単元)

第１編　現代日本の政治と経済

１
学
期

教材

教科

３　よりより社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養います。

第１章　現代日本の政治

７月

４月

５月

６月

１節　民主政治の基本原理

２節　日本国憲法の基本原理

３節　日本の政治機構

４節　現代政治の特質と課題

１　社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて必要な概念や理論を理解します。

２　国家および社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方を身に付けます。

学習計画・内容 考査計画

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

2

教科書

副教材

公民 政治・経済

　2024政治・経済ワークブック（愛媛県高教研地歴・公民部門編）

学年

出版社名

３年（普通科　探究類型、教養類型）

東京書籍　政治・経済

単位数科目



　基本と演習テーマ　数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版）

第４章　三角関数

　第１節　三角関数

　１．角の拡張　　２．三角関数

　３．三角関数のグラフ

　４．三角関数の性質 　中間考査

　５．三角関数を含む方程式、不等式

　第２節　加法定理

　６．加法定理 ７．加法定理の応用

　期末考査

第５章　指数関数と対数関数

　１．指数の拡張

　２．指数関数

　３．対数とその性質

　４．対数関数

　５．常用対数

第６章　微分法と積分法

　第１節　微分係数と導関数

　　１．微分係数 　中間考査

　　２．導関数とその計算

　　３．接線の方程式

　第２節　関数の値の変化

　　４．関数の増減と極大・極小

　　５．関数の増減・グラフの応用 　期末考査

　第３節　積分法

　　６．不定積分

　　７．定積分

　　８．定積分と面積

　学年末考査

３月

１月

８月

２
学
期

１
学
期

３
学
期

12月

10月

７月

４月

５月

６月

２　基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を身に付けます。

学習計画・内容

２月

教材内容(単元)

〇一般角に拡張された三角関数の値を求め
ら
　れるようにします〇三角関数の特徴を理解し、三角関数のグ
ラ
　フをかけるようにします

〇導関数を応用し、接線の方程式が求めら
　れるようにします。

〇微分の考え方を理解し、導関数の計算が
　できるようにします。

　新編　数学Ⅱ

数学Ⅱ 学年 ３年(普通科　探究類型　文系)

１　三角関数、指数関数と対数関数、微分法と積分法についての理解を深めます。

11月

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

3

教科書

副教材

数学

３　数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを活用する態度を養います。

学習
の

目標

教材

教科

９月

考査計画

単位数科目

出版社名  数研出版

〇指数関数の特徴を理解し、グラフをかけ
る
　ようにします〇対数関数の特徴を理解し、グラフをかけ
る
　ようにします

〇加法定理を理解し、種々の三角関数の値
が
　求められるようにします

〇積分の考え方を理解し、不定積分や定積
　分の計算ができるようにします。

〇定積分の考え方を応用し、グラフで囲ま
　れた部分の面積が求められるようにしま
　す。

〇常用対数の意味について理解し、その応
　用ができるようにします。

〇３次関数のグラフを利用し、極値や最大
　値・最小値、３次方程式や３次不等式の
解
　を求められるようにします

評
価
の
観
点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

１　学習内容全般において、数学の基本的な知識の習得と技能の習熟を図りましょう。

　定期考査の得点や授業態度、活動状況・課題・小テスト・プリントやノート等の提出物などを各
学期で観点別に評価します。それらの評価を用いて学年末の成績とします。

評価の方法

学習への
アドバイス

２　問題解決等を通して、物事を筋道立てて考えたり、具体的な手順などを考えてみましょう。

３　指示された範囲の予習をきちんとし、問題意識をもって授業に臨みましょう。

　指数関数・対数関数、三角関数及
び微分・積分の考えについての基本
的な概念や原理・法則を体系的に理
解するとともに、事象を数学化した
り、数学的に解釈したり、数学的に
表現・処理したりする技能を身に付
けている。

　数の範囲や式の性質に着目し、等
式や不等式が成り立つことについて
論理的に考察する力、座標平面上の
図形について構成要素間の関係に着
目し、方程式を用いて図形を簡潔・
明瞭・的確に表現したり、事象を的
確に表現してその特徴を数学的に考
察する力を身に付けている。

　数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度、粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判断しようとする
態度、問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり、評価・改善したり
しようとする態度や創造性の基礎を
身に付けようとしている。
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　中間考査

　期末考査

　中間考査

　期末考査

　学年末考査

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

2

教科書

副教材

理科 生物基礎

　クリア生物基礎（第一学習社）、生物基礎実験ノート･問題集（高教研理科部会生物部門）

学年

出版社名

３年(普通科　探究類型 文系)

第一学習社　高等学校　改訂　生物基礎

単位数科目

教材

教科

３ 生物学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な見方や考え方を養います。

７月

４月

５月

６月

　１章　生物の特徴

　２章　遺伝子とその働き

　３章　生物の体内環境

○問題演習を通して２年次の学習内容の復習を行
　います。

８月

２
学
期

１ 日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高めます。

２ 目的意識をもって観察、実験などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てます。

学習計画・内容

12月

学習
の

目標

９月

教材内容(単元)

１
学
期

考査計画

10月

11月

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

　４章　バイオームの多様性と
　　　分布

　

○問題演習を通して２年次の学習内容の復習を行
　います。

　５章　生態系とその保全 ○総合問題演習を通して２年次の学習内容の復習
　を行います。

学習への
アドバイス

１

２

３

３
学
期

３月

１月

２月

評価の方法



○

　中間考査

　期末考査

○

　中間考査

　期末考査

○

　学年末考査

５章　地球の環境

１節　日本の自然環境

２節　地球環境の科学

４節　日本の四季の気象と気候

３章　宇宙、太陽系と地球の誕生

２節　太陽の誕生

１節　宇宙の誕生

３節　惑星の誕生と地球の成長

問題演習を通して２年次の学習内容の
復習をします。

問題演習を通して、２年次の学習内容
の復習をします。

２節　プレートの運動

火成岩・堆積岩・変成岩

３節　地震と火山

４章　古生物の変遷と地球環境の変化

１節　地層のでき方

２節　化石と地質時代の区分

３節　古生物の変遷と地球環境

２章　大気と海洋

１節　大気の構造と運動

２節　大気の大循環

３節　海洋の構造と海水の運動

学習への
アドバイス

１　授業には集中して臨みましょう。その日のうちに復習をするとよいです。

２　問題集を活用し、知識の定着を図るとともに、定期考査に全力で取り組みましょう。

３　分からない点については、科目担当の先生に積極的に質問しましょう。

３
学
期

３月

１月

２月

評価の方法

　日常生活や社会との関連を図りな
がら、地球や地球を取り巻く環境に
ついての基本的な概念や原理・法則
などを理解しているとともに、科学
的に探究するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録など
の基本的な技能を身に付けている。

　定期考査の得点と提出課題、小テストなどを資料として観点ごとに評価し、学年末の成績は、
各学期の成績を基に算出します。

　地球や地球を取り巻く環境から問
題を見いだし、見通しをもって観
察、実験などを行い、得られた結果
を分析して解釈し、表現するなど、
科学的に探究している。

　地球や地球を取り巻く環境に主体
的に関わり、見通しをもったり振り
返ったりするなど、科学的に探究し
ようとしている。

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

８月

２
学
期

１　日常生活や社会との関連を図りながら、地学の基本的な概念や原理・法則を学びます。

２　現代社会に見られる環境問題に対して、地学的に探究する態度と能力を身に付けます。

学習計画・内容

12月

学習
の

目標

９月

教材内容(単元)

１章　地球の構造と運動

１
学
期

考査計画

10月

11月

３　対話的な活動を通して、主体的に課題に取り組み、他者の意見を尊重する態度を養います。

１節　地球の構造

７月

４月

５月

６月

問題演習を通して２年次の学習内容の
復習をします。

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

2

教科書

副教材

理科 地学基礎

　地学基礎エブリィノート（実教出版）、ビジュアルプラス地学基礎ノート（実教出版）

学年

出版社名

３年(普通科　探究類型　文系)

実教出版　地学基礎

単位数科目

教材

教科



１ 体つくり運動 〇

〇

２ 陸上競技 〇 　中間考査

３ 球技Ⅰ 〇

　期末考査

４ 体育理論 〇

５ 体つくり運動 〇

ダンス

６ 陸上競技 〇

　中間考査

７ 球技Ⅱ(その①) 〇

８ 体育理論 〇 　期末考査

９ 球技Ⅱ 〇

　学年末考査

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

2

教科書

副教材

保健体育 体育

　特になし

出版社名

３年(普通科、園芸クリエイト科)

大修館書店　現代高等保健体育

学習
の

目標

教材

教科

考査計画

単位数科目 学年

２　課題を発見し、その解決に向けて思考し判断する態度を育てます。　

学習計画・内容

１　運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを深く味わいます。　

教材内容(単元)

３　公正、協力、責任、参画、一人一人の違いを大切にする資質や能力を育てます。

　運動の合理的、計画的な実施を通
して、運動の楽しさや喜びを深く味
わい、生涯にわたって運動を豊かに
継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性に
ついて理解するとともに、それらの
技能が身に付いている。

　生涯にわたって運動を豊かに継続
するための課題を発見し、合理的、
計画的な解決方法を思考・判断する
とともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝えている。

　生涯にわたって継続して運動に親
しむために、運動における競争や協
働の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を
果たす、参画する、一人一人の違い
を大切にしようとするとともに、健
康・安全を確保している。

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

評価の方法
　授業態度、出席点、スキルテスト、記録、定期考査の得点等日々の学習活動について、観点ご
とに評価し、学年末の成績は、各学期の成績を基に算出します。

学習への
アドバイス

１　「鍛」を目標に体力・気力の充実を図り、たくましく生きる力を身に付けていきましょう。

２　積極的に参加し、自主的に協調性をもって行動しましょう。

３　一人一人が健康と安全に留意して臨みましょう。

８月

２
学
期

１
学
期

３
学
期

12月

10月

７月

４月

５月

６月

３月

11月

１月

２月

９月

南校体操、補強運動や集団走を正確に
身に付けます。

集団行動を通し、協力、責任、参画に
対する意欲を高めます。

体力を高め、自己の可能性に挑戦する
楽しさを味わいます。

バレーボール、ソフトボール、卓球、
テニスの中から選択して活動します。

豊かなスポーツライフの設計について
学びます。

運動会の集団演技の練習を行う中で、
集団の中での協調性を養います。

長距離走を行うことにより、体力を高
め、自己の可能性に挑戦する楽しさを
味わいます。

バスケットボール、サッカー、卓球、
テニスの中から選択して活動します。

豊かなスポーツライフの設計について
学びます。

バスケットボール、サッカー、卓球、
テニスの中から選択して活動します。



〇

〇

〇 　中間考査

〇

　期末考査

〇

〇

〇

〇

　中間考査

〇

〇

　期末考査

〇 　学年末考査

１　予習・授業・復習のサイクルを大切にし、積極的に英語を使うことに努めましょう。

２　アクセントやイントネーションに気を付け、繰り返し発音・音読練習を行いましょう。

３　文法事項や重要表現を理解し、英語で表現する練習をしましょう。

つなぎ表現や言い換え表現を学びま
す。

新聞記事やサイトのレビューなどから
必要な情報を読み取ります。

スポーツの判定に用いられる新しいテ
クノロジーについて読みます。

消滅の危機に瀕している世界の言語に
ついて学びます。

「環境に良い」と思われている行動を
改めて見つめ直します。

顔認証システムで変わる現代の生活や
社会について討論します。

「フェイクニュース」という誤った情
報を見分ける方法を学びます。

ケニアの貧しい子供たちのために開発
された「成長する靴」について学びま
す。

学習への
アドバイス

３
学
期

３月

１月

２月

評価の方法

　英語の特徴やきまりに関する事項
を理解している。
　日常的な話題や社会的な話題につ
いて書かれた文の内容を捉える技能
を身に付けている。
　コミュニケーションを行う目的や
場面、状況などに応じて、情報や考
え、気持ちなどを、論理性に注意し
て表現する技能を身に付けている。

　定期考査の得点と、授業における各活動や課題等を資料として観点ごとに評価し、学年末の成
績は各学期の成績を基に算出します。

　日常的な話題や社会的な話題につ
いて、必要な情報を読み取ったり聞
き取ったりして、書き手や話し手の
意図や概要、要点を捉えている。
　コミュニケーションを行う目的や
場面、状況などに応じて、情報や考
え、気持ちなどを、論理性に注意し
て伝えている。

　外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、聞き手、話し手、読み
手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に英語を用いて表現し、
コミュニケーションを図ろうとして
いる。

評
価
の
観
点

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

１  英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を伸ばします。　

２　物語や説明文などを読んで、素早く情報を読み取り、発信できる力を育成します。

学習計画・内容

12月

学習
の

目標

９月

教材内容(単元)

Section Ⅰ

１
学
期

考査計画

10月

11月

７月

４月

英文の構成や、読み方のポイントを学
びます。

様々なジャンルの英文を読みます。

３　つなぎの言葉やパラグラフの構成を意識して、まとまりのある文章を読んで理解する力を養います。

８月

２
学
期

５月

６月

Lesson 1～Lesson 14

Section Ⅱ

Lesson 15  Instant Replay in 

昔から人類の発展とともに広まってき
た感染症について学びます。

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

4

教科書

副教材

外国語 英語コミュニケーションⅢ

　WORD-MEISTER ワードマイスター 英単語・熟語 1700（第一学習社）、チャート式 BIG DIPPER ビッグ・ディッパー　高校英語（数研出版） 

学年

出版社名

３年（普通科　探究類型、教養類型）

数研出版　BIG　DIPPER　English　Communication　Ⅲ

単位数科目

教材

教科

Lesson 21  Having a Discussion

          Sports

SECTION Ⅲ

Lesson 20  Human Society and 

          Infectious Diseases

Lesson 19  Fake News

Lesson 16  Endangered Languages

Lesson 17  Is This the Right Way

  to Protect the Environment?

Lesson 18  The Shoe That Grows



　MY　WAY　Logic and Expression　Ⅲ

　チャート式 BIG DIPPER ビッグ・ディッパー　高校英語（数研出版）

○

〇 　中間考査

〇

　期末考査

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　中間考査

Situation 5  Scheduling a Meeting 〇

〇

〇

Situation 8  At the Doctor's Office 〇 　期末考査

〇

〇

　学年末考査

入国審査時の会話を学びます。

問題演習

Lesson 10 Talking about the Future

Situation 7  At a Restaurant

Situation 6  Visitor Information

             Center

問題演習

Lesson 9  Suggesting a Solution

Situation 2  Homestay

Situation 3  Gifts from Japan

Situation 4  Lost Items

アメリカの印象について読みます。

Situation 1  At the Airport

評価の方法

価格に関する英語を理解します。Situation 9  Buying a Ticket

復習

海外でのルールを考えます。

日本文化の説明の仕方を考えます。

電話の掛け方を学びます。

日程調整時に使う表現を学びます。

ツアーの内容について会話をします。

病院での説明の仕方を学びます。

レストランでの会話を学びます。

12月

９月

10月

11月

Unit 2

新聞記事やほかの人の発表をもとに、
代名詞や前置詞を使って自分の提案を
発表します。

３　文法事項や重要表現を理解し、英語で表現する練習をしましょう。

　コミュニケーションを行う目的や
場面、状況などに応じて、日常的な
話題や社会的な話題について、情報
を整理しながら、外国語で適切に表
現したり伝え合ったりしている。

Situation 10　At a Café

学習への
アドバイス

３
学
期

評
価
の
観
点

２月

　外国語の音声や語彙、表現、文法
言語の働きなどについて理解を深め
ている。
　外国語の音声や語彙、表現、文法
言語の働きなどの知識を、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて、目的や場面、
状況などに応じて適切に活用できる
技能を身に付けている。

２　アクセントやイントネーションに気を付け、繰り返し発音・音読練習を行いましょう。

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

３月

１月

　外国語の背景にある文化に対する
理解を深め、聞き手、読み手に配慮
しながら主体的、自律的に外国語を
用いて表現活動を行おうとしてい
る。

　定期考査の得点と、授業における各活動や課題等を資料として観点ごとに評価し、学年末の成績
は、各学期の成績を基に算出します。

１　予習・授業・復習のサイクルを大切にし、積極的に英語を使うことに努めましょう。

８月

２
学
期

令和６年度　愛媛県立今治南高等学校　シラバス

3

教科書

副教材

外国語 論理・表現Ⅲ 学年

出版社名

３年（普通科　探究類型文系、教養類型）

三省堂

単位数科目

教材

教科

１  英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を伸ばします。　

２　グローバル社会の中で、人としてのものの見方や考え方を養い、自ら考えて表現できる力を養います。

学習計画・内容教材内容(単元)

Unit 1

考査計画

３　世界のさまざまな言語や民族の個性を学び、国際理解のための資質を養います。

学習
の

目標

１
学
期

７月 問題演習

関係詞や仮定法を使って、メッセージ
や提案を書きます。

Lesson 5  Suggesting What to Buy

Lesson 6  Making a Proposal

Lesson 8  Writing an Invitation

５月

６月

Lesson 7  Making a Speech

グラフやウェブサイトのレビューをも
とに自分の提案を書いたり、環境を守
る活動について発表したりします。

調査結果をもとに、様々な種類の動詞
を使って自分の提案を発表したり、自
分の希望を伝えるメールを書きます。

比較表現や関係詞を学んで、自分の提
案を発表します。

Lesson 2  Writing an Email

Lesson 4  Describing Activities

問題演習

４月

Lesson 1  Survey Results

問題演習

Lesson 3  Writing a Blog
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